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核融合分野は他分野に先駆けて、双方向型共

同研究を創設し、ネットワーク型の共同研究を

進めてきたが、歴史的な経緯もあり、大学で所

有する各装置のデータ形式や表示・解析環境が

異なるため、装置間の連携があまり進んでいな

い。また、多くの物理量から重要量を抽出する

等といった高度なデータ解析の展開も限定的

になっている。さらに、コロナ禍により各装置

を訪問して共同実験をすることが困難になり、

遠隔共同実験の実施環境整備が必要となって

いる。 
核融合科学研究所では、大型ヘリカル装置

（LHD）において、1998年の実験開始以来

LABCOMグループにより分散型のデータ収集

システムを構築し、計測機器の増加に対して、

ほぼ3分間の実験シーケンスに対して滞りの無

いデータ収集を実現している。 
また、最近は、得られたデータを有機的に統

合して自動解析するとともに、簡便かつ柔軟な

データ表示システムの開発を進めている。更に、

コロナ禍に対応して、2020年度より遠隔実験体

制を強化して国内外の研究者との共同研究を

進めている。 
 このLHDで開発を進めてきたデータ収集・解

析・表示システムを大学が所有する核融合実験

装置を中心に展開して、データ解析環境を共通

化し、解析手法の共有を可能にする“核融合ク

ラウド”という取り組みを進めている。この取

り組みにより、装置間のデータ解析手順の違い

を解消し、シームレスな解析環境を実現すると

ともに、データサイエンスなどを活用した最新

の解析手法を装置間で共有することを可能に

する。更に、各装置の希望に基づき実験データ

の保管・提供を行うことで、大学研究者の負担

を軽減するとともに、大学研究者間の共同研究

を活性化し、遠隔実験体制を支援することも目

指している。 
 本シンポジウムは、“核融合クラウド”の取

組の現状を紹介するとともに、核融合コミュニ

ティの方々とのディスカッションを通じて本

取り組みを、より実りの多いものとすることを

目的としている。 
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